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意見項目 意見内容 

(1) ワイヤレスブロードバンドの 

今後の展望（2015 年ごろや 2020 

年ごろのワイヤレスブロードバン 

ドのサービスイメージ、システム 

イメージなど） 

 

(2) ワイヤレスブロードバンドを 

実現するための課題（周波数の確 

保、国際標準化・研究開発の推進、 

利用環境の整備） 

 

(3) 関連する国内外の動向と課題  

(4) その他、将来のワイヤレスブロ 

ードバンドによるサービスやシ 

ステムに関する事項 

放送局で運用している映像無線素材伝送システム

はＦＰＵとして８００ＭＨｚとマイクロ波帯があり、そのほか

ＳＮＧがあるが、直線性が強く見通し外では通信できな

いマイクロ波・SNG と違い、８００ＭＨｚ帯の伝送システム

はその周波数の特性から、見通し外伝送や刻々状況

の変わる移動体からの伝送に適している。 

過去ＪＲ徳山駅前の地下通路が集中豪雨で水没した

時には、８００ＭＨｚ帯ＦＰＵを使用することで、ビル陰で

完全に見通し外の本社まで即時に映像伝送を行い緊

急報道特番を放送した。このように突発的あるいは同

時多発的に発生する事故や災害時等の初動中継にお

いても伝搬路中の障害物の影響を受けにくい８００ＭＨ

ｚ帯ＦＰＵは現場からの速やかな回線構築が可能であ

り、視聴者への迅速な情報提供が果たせ、危険を回避

できた。 

一方オウム事件では、被告が広島拘置所から空港に

移送される様子を８００ＭＨｚ帯ＦＰＵで中継した。これ

は移送ルートが不明なうえ市街地や山間部を通過する

ため８００ＭＨｚ帯の伝送システムでしか実現できない中
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継で、「国民の知る権利」に答える情報を視聴者に届け

るためにも使用している。 

このように住民の安心・安全を守るための報道にお

いて、即時性、同時性という視聴者がテレビ放送に期

待する特性に応える上でも８００ＭＨｚ帯ＦＰＵは大変有

用であり必要不可欠なものとなっている。 

弊社のスポーツ中継では毎年全国ネット放送のマラ

ソン中継において複数移動中継車からの映像伝送に

活用し全国への発信を行なっている。また、ゴルフ中継

に於いても必須の伝送システムである。 

800MHzFPU は現在２０１１年７月には地上放送は完

全にデジタル化され、国民へ高画質高音質なテレビ映

像を提供するためには、国の委託で研究された高度化

800MHzFPU の制度化と現在の３６ＭＨｚの帯域は必要

不可欠であり、民放・ＮＨＫを含めれば４チャンネル以

上更なる帯域の確保も検討する必要があると考える。 

弊社ではローカル情報番組「熱血テレビ」や「スクー

プアップやまぐち」の中で８００ＭＨｚ帯ＦＰＵを有効に活

用しており、山口県防府市の豪雨災害から１周年となる

今月には被災現場から８００ＭＨｚの見通し外伝送中継

を企画しており、山間部での８００ＭＨｚの特徴を生かし

た中継を実施する予定である。 

 

複数のサービスやシステムについてご回答される場合は、それぞれ別々のフォーマットに記入してください 

（できるだけイメージ図等を加えてください。）。 

 

 

 

 

 

 

 

No 意見項目 意見内容 

 FPU/ラジオマイクのホワイトス

ペースでの利用とテレビ放送

用周波数帯の削減の意見に

アメリカと比べ国土が狭く山地が多いわが国におい

てはテレビ中継局の密度が高く、特に瀬戸内海地区に

於いてはデジタルテレビの中継チャンネルすら厳しい



ついて 状況であり、そこでの更なるＴＶ帯の圧縮は困難であ

り、ホワイトスペースでＦＰＵ中継用周波数の確保は実

現困難な状況である。 

まして携帯電話の１／２０～１／２００以下の出力でし

か使用していないラジオマイクは、多数の出力の大きい

テレビ中継局の影響を受け、周波数が確保できないと

思われる。 

 ８００ＭＨｚ帯ＦＰＵの２ＧＨｚ帯

以上への移行について 

 災害・事件事故等でいち早く国民に情報を届ける中

継伝送システムが構築できるのは８００ＭＨｚ帯ＦＰＵで

あって、見通し外伝送が困難な２ＧＨｚへの移行は不可

能。 

 放送事業者の周波数割当て

について 

 放送局はテレビ放送波の５３チャンネルから６２チャン

ネルの帯域を空け、更に９６０ＭＨｚや３．４ＧＨｚの番組

中継波をＭＮバンドなどの周波数に移行して跡地を空

ける努力をしている。 

一方８００ＭＨｚ帯ＦＰＵ周波数については全放送局

で４波３６ＭＨｚのＦＰＵ帯域、しかも１万局以上のラジオ

マイクと共用することで利用率を上げて使用している。 

電波の公共性や国民の知る権利への情報提供のた

めの利用を考えると、８００ＭＨｚＦＰＵ帯は放送局での

利用が社会的に大変有効的である。 

 


